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また著者は，保険者の財政および運営についてその類型を， A) 社会保障型， B) 後進地型， C) 
都市型および， D) 社会保険型の 4 つに分け， Aの社会保障型およびC都市型と Dの社会保険型との
聞には大きな格差のみられることを指摘している。しかし，ほとんどの保険者にとって国保財政は自
治体財政窮乏のため困難な状況にあり， A型のごく少数の恵まれた保険者をのぞけば，市町村単位で
は医療保険の運営が不可能となる危険があることを強調している。
以上のごとく本研究は，将来の医療保障制度の中核的存在になると考えられる国民健康保険につい
て，その財政ならびに制度的な諸問題を精密かつ実証的に究明したものであり，その意味から今後の
医療保障論に貢献するところ大なるものがあると思われる口
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